
令和６年度学校評価【保護者回答】集計結果について 

「豊かな心をもち」肯定的評価【89.5％】（R5：88.2%） 

 

 

 

 

 

 

 

 「あいさつ」に課題があります。地域でのあいさつが減っているようです。近年は、防犯上、見ず知ら

ずの方に自分から積極的に声をかけることを避ける傾向にあります。ですが、あいさつは、お互いを認め

合い、人間関係を良好にするメリットがあります。子供たちには、地域の方にも自分から進んであいさつ

することを改めて伝え、お互いが気持ちよい１日を過ごせる学校、地域づくりを目指します。 

「自ら考え行動できる」肯定的評価【85.7％】（R5:85.2%） 

 

 

 

 

 

 

 「家庭学習」に課題があります。家庭学習は授業で学習した内容を定着させるため、また家庭での学習

習慣を身に付けるためにも必要です。今年度はとくに、自学（自分で課題を設定し取り組むこと）を奨励

しています。子供たちには宿題の大切さを改めて指導しますので、ご家庭でも学習に取り組む時間と環

境の確保のご協力をお願いします。 

「たくましい子供を育成する」肯定的評価【84.8％】（R5:85.7%） 

 

 

 

 

 

 

 「目標を持って粘り強く取り組む」ことに課題があります。各学級では、係活動、当番活動、各種集会、

学校行事、各学期の初め、学習課題などに、各自目標を掲げて取り組ませています。そして、目標を達成

できた場合やその過程での取り組む姿勢に賞賛や励ましの声かけをしています。うまくいかない場合で

も適切にフォローし、小さな達成感を積み重ねることで子供たちの自己肯定感も高めていきます。 

「学校経営」肯定的評価【87.1％】（R5:87.2%） 

 

 

 

 

 

 

 「保護者や地域と連携・協力」に課題があります。アフターコロナ時代を迎え、PTA 活動や地域行事

等がリニューアルしています。学校と保護者、地域が連携・協働することでつながりが生まれ、相互理解

が深まり、学校・家庭・地域の教育力が向上することが期待できます。学校教育活動の調整が可能な場合

は、積極的に各種関係団体と連携・協力を進めて子供たちの教育活動の充実及び健全育成を図ります。 


